
 

 
 

 
 
 

 
 
 

  
 

 

5 月 31 日にホテルユキタにて、ふちがみ綾子道政報告会を

行いました。テーマは「てんこ盛りな議会質問」と「地道な活動×

前例のない奇策」。議員になって 3 年、何をどうしたらいいのか

わからず、これまでのやり方を大切にしつつも新しい取り組みの

模索をし続けました。議会ではひたすらに思いを質問にしてぶ

つけること 471 本（再質問、代表質問など会派での質問は除く）、

北海道人権施策推進基本方針の見直しや飲食事業者等感染

防止対策補助金など得られた成果についてお伝えしました。また、議会外での取り組みについて、

平日朝の街頭演説や道政通信の発行などの基本的で地道なものから、交通安全啓発活動やご

意見カードなど、ありそうでだれもやっていないようなものまでさまざまな取り組みをお伝えしました。 

この報告会を「楽しい会」にすることを目標としました。その一

つとして使ったものが「キラキラステッキ」。菜箸にカラフルなテ

ープを巻いてキラキラモールを取り付けた、100 円ショップで買

える材料で作った手づくりのおもちゃです。ひとり 1 本ずつ好き

な色を持ってもらい、いい取り組みだと思ったら上げる、とてもい

いと思ったらキラキラする（振る）、よくないと思ったらさかさにし

て上げるというものです。オンラインの方はリアクションボタンで

対応してもらいました。多くの方から「楽しかった」という感想をいただきました。学生さん、高齢者、

組合の方、経営者、性別問わず多様な方が参加する会でしたが、『それぞれが同じ 1 本（1 リアク

ション）を持つこと』、そして『参加者が審査員となる』という設定

にわたしからのメッセージが込められています。 

開催にあたり、協力いただいたスタッフ・関係者のみなさま、ご

参加いただいたみなさま、参加できなくとも遠くから応援してくだ

さったみなさまに心よりお礼申し上げます。 
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代表格質問で私が取り上げた項目は右の 

5 項目です。こども家庭庁についての質問は、

多様な家族の在り方への配慮を求めたもので、

「当事者の方々の様々な意見を尊重」という答

弁で、一定の成果となりました。 

 

 

 
予算特別委員会で取り上げた質問は次の 

18項目です。 

        

各種支援金等に関し以前から事業者のみなさまより

「幅広い事業者を対象に」「申請を簡素に」とのご意見

をいただき議会で議論してまいりました。この度の補

正予算に計上された支援金・補助金についてお知ら

せします。 

 

にじいろガイドブックは道が作成した性の多様性を理解するための職場向け

の啓発資料で、理解促進だけでなく、人材確保、各業界のイメージアップにもつ

ながることからそれぞれの部局に質問しました。いずれも活用する、活用してい

るとの答弁でした。 

農政部 
⚫ 原油価格・物価高騰について 
⚫ 第 6期パワーアップ事業について 
⚫ トイレの設置について 
⚫ 女性農業者について 
⚫ にじいろガイドブックの活用について 
⚫ みどりの食料システム戦略について 
経済部 
⚫ 各種支援金・補助金等について 
⚫ 技能実習生について 
⚫ にじいろガイドブックの活用について 
道教委 
⚫ 性的マイノリティに関する諸課題について 
⚫ 就学前におけるひとりひとりの個性を尊重する教

育について 

建設部 
⚫ インボイス制度について 
⚫ 建設業における人材確保について 
⚫ 道営住宅の入居要件について 
水産林務部 
⚫ 陸上養殖について 
⚫ 水産業と観光との連携について 
⚫ 水産業におけるジェンダーに関する課題について 
⚫ HOKKAIDO WOODについて 

⚫ 環境施策について(ゼロカーボン北海道について)  

⚫ 成年後見制度について  

⚫ 北海道人権施策推進基本方針について 

⚫ こども家庭庁について 
⚫ パートナーシップ制度について 

コロナ禍の影響に加え原材料等の価格
高騰に影響がある事業者を対象とし、法人
10 万円、個人事業者 5 万円が支給されま
す（8月以降予定）。 

中小・小規模企業新事業展開・販売促進支援事業費補助金に新たに原油価格・物価高騰等影響枠が設けら
れます。補助率は 3/4、上限は販売促進枠 30 万円、経営改善枠 100 万円、コスト抑制の取組にデジタル技術
を活用する場合は 300万円です（8月以降予定）。 
申請が難しい、どう書けばいいかわからないというご意見も頂いております。道では中小・小規模企業経営安

定化対策専門家派遣事業を行っておりますので併せてご活用ください（無料）。 



 

 
円滑なヒグマ対策の推進に向け、関係者における情報や意識の共有、連

携の強化を図るために令和4年度ヒグマ対策関係者会議が開催されました。

昨年 6月に札幌市東区の市街地にヒグマが出没し、4名の方が怪我をされ、

7 月に緊急関係者会議が開催されました。前回に引き続き参加させていただ

きました。 

今回あらたに、市街地に出没した場合、緊急対応型問題個体とすることが

できるようになりました。また、そのような場合の緊急時連絡体制について確

認されました。 

昨年のような被害が起こらないよう一層の対策推進に努めたいと思います。 

 

 

 

北海道では 2018年に手話言語条例が施行され、手話の普及を推進してい

ます。かでる 2･7 にて手話を広める北海道議会議員連盟による映画上映会

が行われました。映画は一般財団法人全日本ろうあ連盟制作の「咲む」（え

む）。主人公の強く前向きなハートと笑顔が周囲の人たちに勇気と元気を広

げていく様子にはとても感動しました。 

1 ページ目にあります道政報告会では、北海道手話通訳派遣センター（北

海道ろうあ連盟）の方にご協力いただき、手話による同時通訳を行いました。

また、冒頭ではわたしも手話を使ってあいさつと自己紹介を行いました。 

今後とも私自身、手話の習得に努めるとともに、手話の幅広い普及に努めたいと思います。 

 

 

 

地域の行事等を通して交流する中で、みな

さまからの様々な声に耳を傾けることも重要な

取り組み一つです。会話の中の何気ない一言

から政策立案や議会質問のヒントとなることも

よくあります。議員に話しかけるのはハードル

が高いと感じる方もいらっしゃるかと思います

が、私はみなさまの身近な議員でありたいと

思っていますので、見かけたらどうぞお気

軽にお声がけください。また、ご町内や事

業所、施設、学校等でイベントの予定など

ありましたら積極的に参加させていただき

たいと思いますのでぜひご一報ください。 

 



 

 
東雁来 9-10 条 3-4 丁目の交差点の右折レーンが渋滞しており、住宅街

に迂回する車両が多く見られます。児童生徒が登校する時間帯は特に危険

で、地域の方が路上で安全確保を行っている状況でした。道警に対策を求

めたところ、午前 6～8時の信号機の右折矢印の時間が 2～7秒延長されま

した（以前にも延長された経緯があったとのことだが再度の延長）。その結

果右折の際、信号 2～3 巡待ちだったのが 1 巡となり、わずかでありますが

改善されました。引き続き、地域のみなさまや道警と意見交換をしながら改

善に努めるとともに、路上での交通安全の呼びかけを行ってまいります。 

 

 

 
LGBTQ に関することをはじめジェンダー平等、人権、前職時代の

経験などのテーマを中心に、各団体や学校、事業所などでの講演や

トークセッションなどを行っております。また、高校や大学での研究発

表のための問い合わせやインタビュー等も多数お寄せいただいてお

ります。多様な人が認められ、活躍できる社

会を目指す上で、わたしの生い立ちに関する話や議会でのこれまでの取

り組みなどについて多くの方に知っていただくことは重要な活動と考えて

おりますので遠慮なくお問い合わせいただければと思います。なお、開催

にあたっては十分な感染防止対策をとって頂きますようお願いします。オ

ンラインでの講演も受け付けています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
〒065-0011 

札幌市東区北 11条東 8丁目 1-3 高岡ビル 1階 

TEL: 011-733-6007 FAX: 011-733-6008 

ふちがみ綾子公式ウェブサイト 

http://fuchigamiayako.jp/ 
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